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ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
で
は
、
こ

う
考
え
ま
す
。
人
生
の
あ
る
時

期
に
感
じ
る
時
間
の
長
さ
は
、

年
齢
の
逆
数
に
比
例
す
る
。ジ
ャ

ネ
ー
と
は
、
1
9
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
、
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ

ネ
の
こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ネ
は
「
主

観
的
に
記
憶
さ
れ
る
年
月
の
長

さ
は
、
年
少
者
に
は
よ
り
長
く
、

年
長
者
に
は
よ
り
短
く
感
じ
ら

れ
る
」
と
い
う
現
象
を
、
心
理

学
的
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ネ
ー
い
わ
く
、「
歳
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
自
分
の
人
生

に
お
け
る
１
年
の
比
率
が
小
さ

く
な
る
た
め
、
体
感
と
し
て
１

年
が
短
く
、
時
間
が
早
く
過
ぎ

る
と
感
じ
る
…
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
１
歳
の
時
に
感
じ
た
１
年

を
一
分
の
一
と
す
る
と
、
2
歳
の

時
の
１
年
は
二
分
の
一
と
な
り
、

１
歳
の
時
の
２
倍
速
く
感
じ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
１
０
歳
の
子

は
、
１
歳
の
子
よ
り
1
0
倍
速

く
感
じ
、
５
０
歳
の
人
は
、
１
歳

の
子
よ
り
5
0
倍
速
く
感
じ
る

…
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
計
算
し
て
い
く
と
、

５
０
歳
の
人
の
１
年
は
、
１
歳

の
子
の
７
日
程
度
だ
…
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
に
抗
う
方
法

　
多
く
の
人
は
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
が
強
く

意
識
に
残
り
、
時
間
が
長
く
感

じ
ま
す
。
反
対
に
、
や
り
慣
れ

て
い
る
こ
と
ば
か
り
を
し
て
い

る
と
、
時
間
の
長
さ
が
気
に
な

ら
な
く
な
り
、
ア
ッ
と
い
う
間

に
時
が
過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
る

も
の
で
す
。
子
ど
も
の
頃
は
、

見
る
も
の
聞
く
も
の
が
、
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
毎
日
が

新
鮮
で
、
新
し
い
出
会
い
や
新

し
い
発
見
が
多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
人
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
新
し
い
経
験
を
す
る

機
会
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
、
大
人

に
な
る
と
、「
時
間
が
ア
ッ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
感
じ
る
の
は
、
日
々
の
生
活

に
、
新
鮮
味
が
な
く
な
る
か
ら

な
の
で
す
。

　
よ
っ
て
、
１
年
が
早
く
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
う
の
を
止
め
る
た

め
に
は
、
何
か
新
し
い
こ
と
を

す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
私
は
、一

昨
年
の
春
、
５
カ
月
間
ほ
ど
、

社
会
体
験
と
し
て
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
ま
し
た
。
2
0
数
年
ぶ

り
に
、
人
に
こ
き
使
わ
れ
る
…

と
い
う
強
烈
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
そ
の
５
か
月
間
の
記
憶
は
、

今
も
非
常
に
鮮
明
で
、
本
当
に

月
日
が
流
れ
る
の
が
遅
く
感
じ

ま
し
た
。
あ
な
た
も
時
間
が
早

く
過
ぎ
去
る
の
を
食
い
止
め
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
何
か
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
べ
き

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
時
間
の
流

れ
は
、
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
逆
に
、
毎
日
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
を
し
て
い
る
と
、

１
年
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ま
す
。
そ
う
、
あ
な
た
の
生
き

ざ
ま
が
、
時
間
を
伸
び
縮
み
さ

せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

どうして、年を重ねるごとに、
時間が早く過ぎるようになるのか？
引用：Yahoo! JAPANニュース　竹内成彦（公認心理師）
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教
育
の
日

佐
賀 

唐
津
く
ん
ち(

〜
4
日)

縁
結
び
の
日

京
都 

松
尾
大
社
上
卯
祭

京
都 

嵐
山
も
み
じ
祭
、
島
根 

出
雲
大
社
神
迎
祭(

〜
17
日)

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日

京
都 

伏
見
稲
荷
火
焚
祭(

ふ
い
ご
祭)

立
冬

　
勤
労
感
謝
の
日
、熊
本 

八
代
妙
見
祭(

22
日
〜
）、山
口 

防
府
天
満
宮
御
神
幸
祭

肺
が
ん
撲
滅
デ
ー
、
奈
良 

談
山
神
社
例
大
祭

農
協
記
念
日
、
鉄
道
電
化
の
日

世
界
こ
ど
も
の
日

京
都 

東
本
願
寺
報
恩
講(

〜
28
日)

神
道
修
成
派
教
祖
教
霊
祭(

〜
25
日
）

京
都 

濡
髪
大
明
神
大
祭

千
葉 

成
田
山 

開
運
不
動
市

七
五
三

世
界
糖
尿
病
デ
ー

国
際
寛
容
デ
ー
、
愛
知 

豊
川
稲
荷
秋
季
大
祭(

〜
17
日)

太
陽
暦
採
用
記
念
日
、
一
一
九
番
の
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動(

9
日
〜
15
日)

　
文
化
の
日
、
東
京 

明
治
神
宮
例
祭(
１
日
〜)

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

１日（1928年）

既にあった徒手体操を
指導員の号令のみで行
い、伴奏はなかった。ち
なみに現在の体操は 3
代目である。

ラジオ体操
放送開始

2日（1874年）

合名会社「日就社」から
「読売新聞」が創刊され
る。現在では世界一の発
行部数を誇る新聞と
なっている。

読売新聞創刊
3日（1949年）

中間子理論で功績をあ
げた湯川秀樹氏にノー
ベル物理学賞が贈られ
ることが決定する。

日本人初の
ノーベル賞受賞

4日（1946年）

教育、科学、文化の発展
と推進を目的とした「ユ
ネスコ（国際連合教育科
学文化機関）」が発足。

ユネスコ発足

7日（1983年）

奈良県明日香村のキト
ラ古墳で、石室内の彩色
壁画に玄武が発見され、
注目を集めた。

キトラ古墳の壁画
の中に玄武を発見

8日（1895年）

ドイツの物理学者、
ヴィルヘルム・レント
ゲンが発見。この功績
により、第1回ノーベ
ル物理学賞を受賞。

レントゲンが
X線を発見

9日（1989年）

東ドイツ政府が市民に
対して旅行の自由化を
発表。翌日 10日以後に
東西ベルリン市民に
よって破壊された。

ベルリンの壁
が崩壊

10日（1969年）

アメリカで子ども向け
教育番組として放送開
始。以後 40年以上にわ
たって世界中で愛され
続けている。

セサミストリート
が放送開始

13日（1981年）

沖縄本島で発見された
新種の鳥に「ヤンバルク
イナ」と命名される。後
に天然記念物に指定さ
れた。

ヤンバルクイナ
命名される

洋服記念日
14日（1973年）

関門海峡をまたいで山
口県下関市と北九州市
門司区を結ぶ高速道路
「関門橋」が5年半の歳
月をかけて完成。

関門橋が開通
15日（1955年）

分裂していた「社会党」
の再統一に対して、「自
由党」と「日本民主党」が
合併し、「自由民主党」が
誕生。

自由民主党
が結成

16日（1876年）

東京女子師範学校（現お
茶の水女子大学）の構内
に開園した。入園したの
は当時の上流家庭の幼
児50人ほど。

日本初の幼稚園
が開園

20日（1948年）

福岡県北九州市に開設。
国体のために造られた
競技場をそのまま競輪
場として振り向けた。

日本初の競輪場
が開設

21日（1970年）

「日本ケンタッキーフラ
イドチキン」の第１号
店が名古屋市郊外（名
西店）にオープン。

「KFC」1号店
がオープン

22日（1946年）

埼玉県の蕨町で開催。
後に全国に広まり現在
の 成 人 式 と な り、
1949 年から「成人の
日」が制定された。

青年祭が開催

25日（1947年）

第１回「共同募金」が始
まる。募金者には赤く着
色した羽根を渡すこと
から「赤い羽根共同募
金」とも呼ばれる。

赤い羽根共同募金
始まる

26日（1935年）

言論の自由や表現の自
由の擁護等を目的とし
た NGO 団体。初代会長
には島崎藤村が就任し
た。

日本ペンクラブ
が発足

5日（1972年）

中国から贈られたパン
ダの「ランラン」と「カン
カン」が東京・上野動物
園で初公開され、空前の
パンダブームに。

上野動物園で
パンダ初公開

6日（1910年）

東京・上野に 5 階建て
70 室の木造アパート
「上野倶楽部」が完成。後
に詩人である西条八十
も住む。

日本初のアパート
が完成

11日（1924年）

寿屋（現サントリー）が
京都・山崎に日本初と
なるウィスキー工場、山
崎蒸留所を竣工。

日本初のウィス
キー工場が竣工

12日（1872年）

和式の礼服を廃止し、洋
服の使用を促進する「太
政官布告」が出された。
1972年に制定される。

17日（1965年）

日本プロ野球で初めて新人
選手選択会議(ドラフト会
議)が開催され、巨人・堀
内恒夫や阪神・藤田平など
が指名され、入団した。

プロ野球の第１回
ドラフト会議開催

18日（1928年）

ミッキーマウスの最初
の短編作品となる『蒸
気船ウィリー』が公開。
声は全てウォルト・ディ
ズニー本人が演じた。

ミッキーマウス
が映画デビュー

23日（1996年）

バンダイがキーチェー
ンゲーム「たまごっち」
を発売。女子高生を中心
に爆発的な人気を集め、
社会現象となった。

キリスト教の布教家で
あった新島襄が「同志社
英学校（現同志社大学）」
を開校。教員は2名、生
徒は8名であった。

たまごっち
発売

24日（1859年）

イギリスの自然科学者
チャールズ・ダーウィ
ンが生物の進化論を唱
えた「種の起源」を出版。
予想外の人気を博す。

エチオピアで318万年
前のアウストラロピテ
クスの化石人骨が発見
され、「ルーシー」と名付
けられる。

ダーウィンが
種の起源を出版

29日（1875年）
同志社英学校
が開校

30日（1974年）
アウストラロピテクス
の化石人骨発見

27日（1958年）

日本の皇太子・明仁親
王（当時）と民間出身の
美智子さまが婚約を発
表。日本中が「ミッチー
ブーム」に沸き返る。

明仁親王と美智子さま
が婚約を発表

28日（1883年）

東京・麹町に、日本初
の洋式社交クラブ「鹿
鳴館」が開館。落成の
祝宴に1,200名が招待
される。

洋式社交クラブ
鹿鳴館が開館

11月（霜月・November）

19日（1863年）

アメリカ大統領リン
カーンが国立戦没者墓
地の奉献式で演説。「人
民の人民による人民の
ための政治」で有名。

ゲティスバーグ
演説が行われる
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0
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4
年
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毎
日
新
聞

2
0
5
0
年
試
算
で

老
後
に
身
寄
り
な
し
、

9
人
に
1
人

火
葬
場
で
の
職
員
の
行
動
に
ま
さ
か
の
批
判
的
報
道

担
当
者
は「
や
り
た
く
て
や
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
」

　

人
生
に「
も
し
も
」は
な
い
。「
あ
の

時
あ
あ
し
て
お
け
ば
…
」と
振
り
返

る
こ
と
も
度
々
だ
。公
益
財
団
法
人

「
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
」が
全
国

の
6
0
歳
以
上
の
男
女
約
2
0
0
0

人
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

シ
ニ
ア
世
代
の「
後
悔
」や「
や
り
直

し
た
い
」事
柄
を
報
告
書
に
ま
と
め

た
。最
も
多
か
っ
た
後
悔
は
―

　

人
生
全
般
に
関
し
て
後
悔
し
て
い

る
こ
と
を
複
数
回
答
で
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
も
っ
と
学
べ
ば
よ
か
っ
た
」と
す

る
回
答
が
最
多
で
、「
そ
う
思
う
」「
ま

あ
そ
う
思
う
」と
答
え
た
人
が
計

5
7
・
1
％
に
上
っ
た
。2
位
は「
貯

蓄
」の
計
5
4・2
％
で
、「
運
動
」（
計

4
3・6
％
）▽「
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
す
る
」（
計
3
8
・
3
％
）▽

「
生
活
習
慣
の
見
直
し
」（
計
3
8
・

1
％
）な
ど
に
回
答
が
集
ま
っ
た
。

　

続
い
て
、何
か
し
ら
後
悔
し
て
い

る
事
柄
が
あ
る
人
に「
ど
れ
か
一
つ
を

や
り
直
せ
る
と
し
た
ら
」と
質
問
す

る
と
、こ
こ
で
も「
学
び
」を
選
ん
だ

人
が
2
4・7
％
で
ト
ッ
プ
。「
も
っ
と

学
べ
ば
よ
か
っ
た
」と
後
悔
し
、「
学

シ
ニ
ア
世
代
2
0
0
0
人
に
聞
い
た

人
生
の
後
悔
・
や
り
直
し
た
い
事
は
…

び
直
し
た
い
」と
望
ん
で
い
る
人
が

多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。や

り
直
し
た
い
事
柄
を「
な
い
」と
し
た

人
は
1
1・9
％
だ
っ
た
。

　
「
学
び
」で
あ
れ
ば
、6
0
代
を
超

え
て
も
挑
戦
す
る
こ
と
は
十
分
で
き

そ
う
だ
。近
年
で
は
、シ
ニ
ア
で
も
働

き
続
け
る
人
が
増
え
、仕
事
の
専
門

性
や
生
産
性
を
高
め
る
学
び
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
研
究

員
、北
村
安
樹
子
さ
ん
は
、報
告
書
の

内
容
も
踏
ま
え「
健
康
的
な
生
活
や

楽
し
み
な
ど
、自
身
の
日
常
生
活
に

役
立
つ
こ
と
を
学
ぶ
活
動
も
あ
る
」

な
ど
と
6
0
代
以
降
の
学
び
の
多
様

な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

9
月
1
8
日
に
行
わ
れ
た
岐
阜
市

の「
市
議
会
一
般
質
問
」が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。岐
阜
市
斎
苑
で
、1
0

年
以
上
前
か
ら
職
員
が
火
葬
中
に
、

遺
体
の
頭
部
を
金
属
の
棒
で
突
い
て

崩
す
行
為
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、「
岐
阜
新
聞
」や「
中
日
新

聞
」な
ど
が
次
々
報
道
。「
死
者
の
尊

厳
を
傷
つ
け
る
」と
し
て
、批
判
的
な

ト
ー
ン
で
取
り
上
げ
た
の
だ
。

　

だ
が
X
上
で
は
、こ
う
し
た
報
道

に
対
し
て
の
批
判
の
声
が
多
く
聞
こ

え
て
き
た
。「
逆
に
こ
れ
、や
っ
て
下

さ
っ
て
る
火
葬
場
の
方
に
感
謝
だ
よ

ね
。一
般
人
に
出
来
る
？
」「
ち
ゃ
ん
と

お
仕
事
し
て
く
れ
て
る
の
に
、ど
ん

な
問
題
が
あ
る
の
か
？
問
題
が
あ
る

と
思
う
な
ら
、遺
族
が
や
る
し
か
な

い
と
思
う
」「
し
っ
か
り
と
燃
や
し
て

骨
だ
け
に
す
る
ん
だ
か
ら
、燃
え
る

よ
う
に
動
か
し
て
い
た
だ
い
て
も
何

も
問
題
な
い
と
思
う
」。

　

本
誌
は
、報
道
に
対
し
て
岐
阜
市

の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
遺

体
を
崩
す
と
い
う
表
現
は
語
弊
が
あ

り
ま
す
」と
言
い
な
が
ら
こ
う
説
明

し
た
。「
何
も
し
な
く
て
も
綺
麗
に
焼

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、中
々
火

が
通
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、元
々
骨
が
弱
い
方
な
ど
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、火
葬
中
に
頭
が

手
前
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
り
、足

の
位
置
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、綺
麗
に
整
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
骨
を
）割
る
と
か
崩
す
目
的
で

は
な
い
の
で
す
が
、人
が
力
を
加
え

た
こ
と
で
結
果
、割
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、見
方
に
よ
っ
て
は
、

「
手
を
加
え
た
」と
い
う
の
は
事
実
で

は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
…
。最
終

的
に
火
葬
が
終
わ
っ
た
後
に
、で
き

る
だ
け
綺
麗
な
人
の
形
で
ご
遺
族
に

お
返
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
」と
語
っ
た
。

　

全
国
的
に
火
葬
場
が
足
り
な
く

な
る
な
か
で
、今
後
も
こ
う
し
た
問

題
が
次
々
と
発
生
す
る
の
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。「
死
者
の
尊
厳
」と

「
遺
体
の
処
理
」を
同
時
に
成
り
立
た

せ
る
の
は
各
自
治
体
の
役
目
で
す
。

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、火
葬
の

や
り
方
自
体
を
変
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

6
5
歳
以
上
で
配
偶
者
と
子
な
ど

3
親
等
以
内
の
親
族
が
い
な
い「
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
」が
2
0
5
0

年
に
4
4
8
万
人
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
が
、日
本
総
合
研
究
所
の

試
算
で
2
1
日
分
か
っ
た
。2
4
年
は

2
8
6
万
人
の
水
準
だ
が
未
婚
化
の

進
展
な
ど
で
1
・
5
倍
に
膨
ら
み
、

5
0
年
時
点
で
は
高
齢
者
の
9
人
に

1
人
程
度
を
占
め
る
計
算
だ
。老
後

の
施
設
入
居
や
入
院
時
に
求
め
ら
れ

る
身
元
保
証
人
の
ほ
か
、遺
体
の
引

き
取
り
手
が
い
な
い
人
が
増
え
る
懸

念
が
あ
る
。

　

試
算
は
、国
立
社
会
保
障・人
口
問

題
研
究
所
に
よ
る
世
帯
数
の
将
来
推

計
な
ど
を
基
に
実
施
し
た
。子
が
い

な
い
高
齢
者
は
2
4
年
の
4
5
9
万

人
か
ら
、5
0
年
に
は
1
0
3
2
万
人

に
倍
増
。う
ち
配
偶
者
も
い
な
い
人

は
、3
7
1
万
人
か
ら
8
3
4
万
人
に

増
え
る
。さ
ら
に
3
親
等
以
内
の
親

族
も
い
な
い
人
を
見
る
と
、2
8
6
万

人
か
ら
4
4
8
万
人
に
増
加
、高
齢

者
全
体
の
1
1・5
％
と
な
る
。
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(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

二
つ
の
社
会
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

M
Y
じ
ん
け
ん
宣
言

　
「
M
y
じ
ん
け
ん
宣
言
」
と
は
、

企
業
、
団
体
及
び
個
人
が
、
人
権

を
尊
重
す
る
行
動
を
と
る
こ
と

を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰

も
が
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会

の
実
現
を
目
指
す
、
法
務
省
が

す
す
め
て
い
る
取
組
で
す
。
横
浜

葬
儀
社 

は
ば
た
き
グ
ル
ー
プ
も
、

M
Y
じ
ん
け
ん
宣
言
に
賛
同
い
た

し
ま
し
た
。

・
葬
祭
業
を
通
じ
て
差
別
や
偏
見

の
な
い
、
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

ま
す
。
・
人
種
や
性
別
、
家
庭
環

境
な
ど
の
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
の
一
切
を
排
除
し
、
従
業
員

全
員
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り

に
対
し
努
力
を
惜
し
み
ま
せ

ん
。
・
女
性
の
雇
用
、
女
性
の
管

理
職
へ
の
登
用
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
宣
言

　

食
品
ロ
ス
削
減
自
主
宣
言
は
、

各
団
体
が
取
組
む
（
取
り
組
ん

だ
）
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の

行
動
を
可
視
化
し
、
そ
の
企
業

横
浜
葬
儀
社
　
は
ば
た
き
グ
ル
ー
プ
H
P
よ
り

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

パスワード
書いてたノート
ゴミに出し

（MAX 三重県 62歳）

自由帳
描く理想の
エンディング
（東京都 30歳）

財産は
お前だけにと
皆言われ

（おばば 福岡県 60歳）

わ
い
わ
い
昼
食
会
で

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　

家
族
構
成
の
変
化
や
高
齢
化

に
伴
い
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
株
式
会
社

阿
部
光
林
社
（
福
岡
県
）
は
、
こ

う
し
た
社
会
背
景
を
踏
ま
え
、

残
さ
れ
た
一
人
暮
ら
し
の
ご
遺
族

が
直
面
す
る
日
常
的
な
孤
独
感

や
不
安
を
抱
え
る
方
々
へ
の
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
と
し
て
、「
昼
食
会
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

昼
食
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

以
下
の
目
的
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

❶
自
然
な
交
流
の
場
の
創
出　

❷
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
提
供

❸
継
続
的
な
ケ
ア
の
実
現

❹
社
会
復
帰
へ
の
橋
渡
し

❺
g
r
i
e
f
（
悲
嘆
）
か
ら

g
r
o
w
t
h
（
成
長
）へ
。

　

葬
儀
だ
け
で
な
く
人
生
の
最

期
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
心
の
こ
も
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
し
、
皆
様
の
人
生
に
寄
り

添
い
続
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
9
月
1
2
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
阿
部
光
林
社
）

葬
儀
経
営
ド
ッ
ト
コ
ム
H
P
よ
り

  

葬
儀
社
が
参
入
す
る

  

新
ビ
ジ
ネ
ス 

3/3

❸
樹
木
葬
ビ
ジ
ネ
ス

　

樹
木
葬
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
宗
教

法
人
ま
た
は
公
益
財
団
法
人
が
所

有
す
る
地
目
が
「
墓
地
」
の
土
地

を
仕
入
れ
て
開
発
を
行
う
タ
イ
プ

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。
低
投

資
か
つ
高
収
益
の
た
め
、
早
期
投

資
回
収
が
見
込
め
ま
す
。

　

業
界
背
景
と
し
て
は
、
墓
じ
ま

い
な
ど
の
需
要
は
今
後
も
増
加
し

て
い
き
通
常
の
お
墓
ニ
ー
ズ
は
さ

ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
そ
の
行
き
先
で
あ
る
合
祀

墓
や
永
代
供
養
な
ど
の
客
層
は
今

後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
を

さ
れ
て
い
る
永
代
供
養
ビ
ジ
ネ
ス

の
一
つ
が
樹
木
葬
と
な
り
ま
す
。

低
投
資
か
つ
高
収
益
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
た
め
、
葬
儀
社
様
だ
け

で
は
な
く
仏
壇
店
・
墓
石
店
様
で

も
参
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。

努
力
を
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
消
費
者
庁
が
運

営
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

弊
社
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
取
組
み
の
一
環
と
し
て
役
員
従

業
員
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
関
係

者
に
下
記
の
行
動
を
促
し
ま

す
。
・
社
内
に
お
い
て
、
食
品
は

食
べ
切
れ
る
量
の
み
を
購
入
し
、

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
す
。
・
社

内
の
食
事
を
す
る
行
事
で
は
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
積
極
的
に
取

り
組
む
店
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

す
。
・
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
は
、
棚
の
手
前
か
ら
購
入
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。
・
割
引
で
売

ら
れ
て
い
る
期
限
切
れ
間
近
の

商
品
を
積
極
的
に
購
入
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。 ・
食
べ
き
れ
な

か
っ
た
食
品
は
、
冷
凍
し
て
保
存

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
・
外
食

時
に
は
、
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
を

注
文
い
た
し
ま
す
。
ま
た
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
持
ち
帰
り
を

い
た
し
ま
す
。
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十
六
日
（
木
）

十
七
日
（
金
）

十
八
日
（
土
）

十
九
日
（
日
）

二
十
日
（
月
）

二
十
一
日
（
火
）

二
十
三
日
（
木
）

二
十
四
日
（
金
）

二
十
五
日
（
土
）

二
十
六
日
（
日
）

二
十
七
日
（
月
）

二
十
二
日
（
水
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
年
）

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

  

     

二
十
九
日
（
水
）

三
十
日
（
木
）

二
十
八
日
（
火
）

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

令
和
元
年
（
二
〇
十
九
年
）

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）

 

 

 

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
水
）

二

日

（
木
）

三

日

（
金
）

四

日

（
土
）

五

日

（
日
）

六

日

（
月
）

七

日

（
火
）

八

日

（
水
）

九

日

（
木
）

十

日

（
金
）

十
一
日
（
土
）

十
二
日
（
日
）

十
三
日
（
月
）

十
四
日
（
火
）

十
五
日
（
水
）

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
十
三
年
）

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
年
）

  

 

 

  

 

友
引

友
引

友
引

   

友
引

友
引

(4)  
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十
六
日
（
木
）

十
七
日
（
金
）

十
八
日
（
土
）

十
九
日
（
日
）

二
十
日
（
月
）

二
十
一
日
（
火
）

二
十
三
日
（
木
）

二
十
四
日
（
金
）

二
十
五
日
（
土
）

二
十
六
日
（
日
）

二
十
七
日
（
月
）

二
十
二
日
（
水
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
年
）

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

  

     

二
十
九
日
（
水
）

三
十
日
（
木
）

二
十
八
日
（
火
）

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

令
和
元
年
（
二
〇
十
九
年
）

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）

 

 

 

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
水
）

二

日

（
木
）

三

日

（
金
）

四

日

（
土
）

五

日

（
日
）

六

日

（
月
）

七

日

（
火
）

八

日

（
水
）

九

日

（
木
）

十

日

（
金
）

十
一
日
（
土
）

十
二
日
（
日
）

十
三
日
（
月
）

十
四
日
（
火
）

十
五
日
（
水
）

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
十
三
年
）

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
年
）

  

 

 

  

 

友
引

友
引

友
引

   

友
引

友
引

(5)  
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遺
品
整
理
失
敗
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

遺
品
整
理
で
大
変
だ
っ
た

こ
と
や
失
敗
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
、
遺
品
整
理
が
面
倒
な
こ

と
に
な
る
物
理
的
な
要
因
や
、

心
理
的
な
要
因
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

【
移
動
が
大
変
だ
っ
た
】
実

家
に
帰
省
す
る
の
に
2
時
間

程
度
を
要
す
る
た
め
、
毎
週

行
く
の
が
大
変
だ
っ
た

（
4
0
代
男
性 

故
人
の
子
供
）

【
処
分
す
る
か
判
別
に
悩
ん

だ
】
価
値
の
あ
る
も
の
と
な

い
も
の
が
同
じ
と
こ
ろ
に
収

め
ら
れ
て
い
て
、そ
の
あ
た
り

の
見
極
め
が
難
し
い
。
古
い

切
手
集
が
出
て
き
た
が
ど
れ

ぐ
ら
い
の
価
値
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。ま
た
古
文
書

み
た
い
な
の
が
出
て
き
た
が

こ
れ
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
結

局
は
全
部
廃
棄
し
た
が
、そ

れ
で
良
か
っ
た
か
ど
う
か
も

不
明
。ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
高
額

で
売
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
0
代
男
性 

故
人
の
子
供
）

【
体
力
が
削
ら
れ
て
大
変

だ
っ
た
】
2
階
の
も
の
を
運

び
出
す
時
、
古
い
家
な
の
で

階
段
が
狭
く
、
暗
い
。
複
数
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
ま
と
め
て
、
窓

か
ら
１
個
ず
つ
降
ろ
す
作
業

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
体

力
が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
い

き
ま
す
。（
2
0
代
女
性 
故
人

の
孫
・
ひ
孫
）　

【
遺
品
へ
の
思
い
入
れ
が
あ

り
進
ま
な
か
っ
た
】
昔
の
写

真
が
見
つ
か
る
と
、つ
い
思
い

出
話
に
花
が
咲
き
、
作
業
が

あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
4
0
代
男
性 

故
人
の
子
供
）

【
家
族
間
で
揉
め
た
】
こ
れ
は

遺
産
相
続
で
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、兄
弟
姉
妹
の
間
で
価

値
観
の
違
い
や
亡
く
な
っ
た
祖

父
母
と
の
思
い
出
の
違
い
が
あ

る
た
め
、ゆ
っ
く
り
気
持
ち
の

整
理
を
付
け
な
が
ら
遺
品
整

理
を
し
た
い
家
族
と
、そ
れ
を

や
っ
て
い
る
と
い
つ
ま
で
も
片

付
か
な
い
か
ら
と
、機
械
的
に

短
期
間
で
遺
品
整
理
を
終
え

て
し
ま
い
た
い
家
族
の
間
で
揉

め
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

（
4
0
代
女
性 

故
人
の
孫・ひ
孫
）

　

遺
品
整
理
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
や
感
情
的
な
葛
藤
が

伴
う
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
物
理
的
な
距
離

や
家
の
構
造
の
問
題
、
大
量

遺
品
の
処
分
な
ど
、
実
際
の

作
業
そ
の
も
の
が
負
担
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
故
人
が
残
し

た
物
品
の
価
値
判
断
や
処
分

方
法
に
悩
む
場
面
、
思
い
出

に
ふ
け
り
作
業
が
進
ま
な
い

と
い
う
状
況
も
よ
く
み
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
故
人
の
意
向

を
事
前
に
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
後
悔

や
、
兄
弟
姉
妹
間
で
遺
品
整

理
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
意

見
の
違
い
が
問
題
と
な
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
円
満
に

遺
品
整
理
を
行
う
た
め
に
は
、

事
前
の
準
備
や
家
族
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
9
月
2
0
日
　
P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
林
商
会)

遺
品
整
理
の
リ
ア
ル
1/2

●
知
人
の
葬
儀
、
最
後
の
出

棺
の
時
に
威
風
堂
々
が
流
れ
た

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
親
分
肌

な
人
だ
っ
た
の
で
そ
れ
を
チ
ョ

イ
ス
し
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
不
覚
に
も
笑
っ
て
し
ま
い

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
祖
母
の
葬
儀
後
の
法
話
が

始
ま
る
時
に
お
坊
さ
ん
が
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
す
る
と 

最
前
列
の
小
１
曾
孫
く
ん
が
全

力
の
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
を
返

し
て
会
場
、
大
爆
笑
。 「
良
い
返

事
、
挨
拶
は
基
本
！
」
と
返
す

お
坊
さ
ん
。 

学
校
の
集
会
で
校

長
へ
の
挨
拶
返
し
で
ど
れ
だ
け

大
声
を
出
せ
る
か
が
流
行
っ
て

た
ら
し
い
。

●
初
め
て
参
列
し
た
お
通
夜

で
、
お
焼
香
の
意
味
も
ろ
く
に

分
か
ら
ず
、2
列
に
並
ん
だ
斜

め
前
の
人
の
動
き
を
見
な
が
ら

香
を
つ
ま
ん
だ
ら
、
香
の
火
の

つ
い
て
い
る
方
を
つ
ま
ん
で
し

ま
い
熱
い
思
い
を
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

313233

女
子
高
生
が
チ
ョ
コ
の

箱
抱
え
て
火
葬
場
へ
…

元
火
葬
場
職
員
の
下
駄
華
緒

さ
ん
の
書
籍
か
ら
…

　
そ
の
日
、
朝
一
番
の
火
葬
は

死
産
児
で
、
訪
れ
た
の
は
女
子

高
生
と
そ
の
ご
両
親
だ
っ
た
。

な
ぜ
か
そ
の
女
子
高
生
の
手
に

は
、大
事
そ
う
に
抱
え
ら
れ
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
箱
が
。そ
れ

は
、死
産
し
た
子
の
柩
だ
っ
た
。

妊
娠
1
2
週
以
降
に
亡
く
な
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
、死
産
届
を
提

出
し
火
葬
を
行
う
必
要
が
あ

り
そ
の
場
合
、
葬
式
を
せ
ず
に

直
接
火
葬
に
来
る
人
も
多
い
。

そ
の
た
め
、柩
の
代
わ
り
に
な

る
も
の
を
自
分
で
用
意
し
、ご

遺
体
を
納
め
て
や
っ
て
く
る
の

だ
。
　
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
箱
な
ん

て
粗
末
な
も
の
に
ど
う
し

て
？
」と
思
っ
た
が
、死
産
児

の
柩
に
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は

な
い
。チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
子
供

が
好
き
な
も
の
、
女
子
高
生
な

り
に
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
思
っ
て
一
生
懸
命
選
ん

だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

宗
派
に
よ
っ
て
異
な
る

お
り
ん
の
作
法

　

お
り
ん
を
鳴
ら
す
作
法
は

宗
派
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
の
で
、
代
表
的
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。❶
真
言
宗

／
鳴
ら
す
回
数
は
2
回
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
1
回
目
は
優

し
く
、
2
回
目
は
少
し
強
め

に
叩
き
ま
す
。❷
曹
洞
宗
／

3
回
鳴
ら
す
と
し
て
い
る
お

寺
と
、
内
側
を
2
回
鳴
ら
す

と
し
て
い
る
お
寺
が
あ
り
ま

す
。❸
浄
土
宗
／
り
ん
は
読

経
時
に
の
み
鳴
ら
す
も
の
と

し
て
お
り
、
読
経
を
し
な
い

お
参
り
の
際
に
は
鳴
ら
し
ま

せ
ん
。❹
浄
土
真
宗
／
浄
土

真
宗
で
は
勤
行(

お
つ
と
め)

の
時
に
だ
け
鳴
ら
し
、
合
掌

礼
拝
時
に
は
鳴
ら
し
ま
せ
ん
。

　

お
り
ん
の
作
法
や
マ
ナ
ー

は
、
宗
派
は
も
と
よ
り
、
同

じ
宗
派
で
あ
っ
て
も
お
寺
に

よ
り
作
法
が
異
な
る
事
も
あ

り
ま
す
の
で
、
寺
院
の
し
き

た
り
に
則
っ
て
鳴
ら
し
た
い

と
い
う
場
合
は
、
僧
侶
に
直

接
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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2
0
2
4
年
9
月
2
1
日  

F
L
A
S
H

2
0
2
4
年
9
月
2
1
日

　共
同
通
信

2
0
2
4
年
9
月
7
日 

毎
日
新
聞

2
0
5
0
年
試
算
で

老
後
に
身
寄
り
な
し
、

9
人
に
1
人

火
葬
場
で
の
職
員
の
行
動
に
ま
さ
か
の
批
判
的
報
道

担
当
者
は「
や
り
た
く
て
や
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
」

　
人
生
に「
も
し
も
」は
な
い
。「
あ
の

時
あ
あ
し
て
お
け
ば
…
」と
振
り
返

る
こ
と
も
度
々
だ
。公
益
財
団
法
人

「
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
」が
全
国

の
6
0
歳
以
上
の
男
女
約
2
0
0
0

人
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

シ
ニ
ア
世
代
の「
後
悔
」や「
や
り
直

し
た
い
」事
柄
を
報
告
書
に
ま
と
め

た
。最
も
多
か
っ
た
後
悔
は
―

　
人
生
全
般
に
関
し
て
後
悔
し
て
い

る
こ
と
を
複
数
回
答
で
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
も
っ
と
学
べ
ば
よ
か
っ
た
」と
す

る
回
答
が
最
多
で
、「
そ
う
思
う
」「
ま

あ
そ
う
思
う
」と
答
え
た
人
が
計

5
7
・
1
％
に
上
っ
た
。2
位
は「
貯

蓄
」の
計
5
4・2
％
で
、「
運
動
」（
計

4
3・6
％
）▽「
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
す
る
」（
計
3
8
・
3
％
）▽

「
生
活
習
慣
の
見
直
し
」（
計
3
8
・

1
％
）な
ど
に
回
答
が
集
ま
っ
た
。

　
続
い
て
、何
か
し
ら
後
悔
し
て
い

る
事
柄
が
あ
る
人
に「
ど
れ
か
一
つ
を

や
り
直
せ
る
と
し
た
ら
」と
質
問
す

る
と
、こ
こ
で
も「
学
び
」を
選
ん
だ

人
が
2
4・7
％
で
ト
ッ
プ
。「
も
っ
と

学
べ
ば
よ
か
っ
た
」と
後
悔
し
、「
学

シ
ニ
ア
世
代
2
0
0
0
人
に
聞
い
た

人
生
の
後
悔
・
や
り
直
し
た
い
事
は
…

び
直
し
た
い
」と
望
ん
で
い
る
人
が

多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。や

り
直
し
た
い
事
柄
を「
な
い
」と
し
た

人
は
1
1・9
％
だ
っ
た
。

　「
学
び
」で
あ
れ
ば
、6
0
代
を
超

え
て
も
挑
戦
す
る
こ
と
は
十
分
で
き

そ
う
だ
。近
年
で
は
、シ
ニ
ア
で
も
働

き
続
け
る
人
が
増
え
、仕
事
の
専
門

性
や
生
産
性
を
高
め
る
学
び
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
研
究

員
、北
村
安
樹
子
さ
ん
は
、報
告
書
の

内
容
も
踏
ま
え「
健
康
的
な
生
活
や

楽
し
み
な
ど
、自
身
の
日
常
生
活
に

役
立
つ
こ
と
を
学
ぶ
活
動
も
あ
る
」

な
ど
と
6
0
代
以
降
の
学
び
の
多
様

な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
9
月
1
8
日
に
行
わ
れ
た
岐
阜
市

の「
市
議
会
一
般
質
問
」が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。岐
阜
市
斎
苑
で
、1
0

年
以
上
前
か
ら
職
員
が
火
葬
中
に
、

遺
体
の
頭
部
を
金
属
の
棒
で
突
い
て

崩
す
行
為
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、「
岐
阜
新
聞
」や「
中
日
新

聞
」な
ど
が
次
々
報
道
。「
死
者
の
尊

厳
を
傷
つ
け
る
」と
し
て
、批
判
的
な

ト
ー
ン
で
取
り
上
げ
た
の
だ
。

　
だ
が
X
上
で
は
、こ
う
し
た
報
道

に
対
し
て
の
批
判
の
声
が
多
く
聞
こ

え
て
き
た
。「
逆
に
こ
れ
、や
っ
て
下

さ
っ
て
る
火
葬
場
の
方
に
感
謝
だ
よ

ね
。一
般
人
に
出
来
る
？
」「
ち
ゃ
ん
と

お
仕
事
し
て
く
れ
て
る
の
に
、ど
ん

な
問
題
が
あ
る
の
か
？
問
題
が
あ
る

と
思
う
な
ら
、遺
族
が
や
る
し
か
な

い
と
思
う
」「
し
っ
か
り
と
燃
や
し
て

骨
だ
け
に
す
る
ん
だ
か
ら
、燃
え
る

よ
う
に
動
か
し
て
い
た
だ
い
て
も
何

も
問
題
な
い
と
思
う
」。

　
本
誌
は
、報
道
に
対
し
て
岐
阜
市

の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
遺

体
を
崩
す
と
い
う
表
現
は
語
弊
が
あ

り
ま
す
」と
言
い
な
が
ら
こ
う
説
明

し
た
。「
何
も
し
な
く
て
も
綺
麗
に
焼

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、中
々
火

が
通
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、元
々
骨
が
弱
い
方
な
ど
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、火
葬
中
に
頭
が

手
前
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
り
、足

の
位
置
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、綺
麗
に
整
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
骨
を
）割
る
と
か
崩
す
目
的
で

は
な
い
の
で
す
が
、人
が
力
を
加
え

た
こ
と
で
結
果
、割
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、見
方
に
よ
っ
て
は
、

「
手
を
加
え
た
」と
い
う
の
は
事
実
で

は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
…
。最
終

的
に
火
葬
が
終
わ
っ
た
後
に
、で
き

る
だ
け
綺
麗
な
人
の
形
で
ご
遺
族
に

お
返
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
」と
語
っ
た
。

　
全
国
的
に
火
葬
場
が
足
り
な
く

な
る
な
か
で
、今
後
も
こ
う
し
た
問

題
が
次
々
と
発
生
す
る
の
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。「
死
者
の
尊
厳
」と

「
遺
体
の
処
理
」を
同
時
に
成
り
立
た

せ
る
の
は
各
自
治
体
の
役
目
で
す
。

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、火
葬
の

や
り
方
自
体
を
変
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
6
5
歳
以
上
で
配
偶
者
と
子
な
ど

3
親
等
以
内
の
親
族
が
い
な
い「
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
」が
2
0
5
0

年
に
4
4
8
万
人
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
が
、日
本
総
合
研
究
所
の

試
算
で
2
1
日
分
か
っ
た
。2
4
年
は

2
8
6
万
人
の
水
準
だ
が
未
婚
化
の

進
展
な
ど
で
1
・
5
倍
に
膨
ら
み
、

5
0
年
時
点
で
は
高
齢
者
の
9
人
に

1
人
程
度
を
占
め
る
計
算
だ
。老
後

の
施
設
入
居
や
入
院
時
に
求
め
ら
れ

る
身
元
保
証
人
の
ほ
か
、遺
体
の
引

き
取
り
手
が
い
な
い
人
が
増
え
る
懸

念
が
あ
る
。

　
試
算
は
、国
立
社
会
保
障・人
口
問

題
研
究
所
に
よ
る
世
帯
数
の
将
来
推

計
な
ど
を
基
に
実
施
し
た
。子
が
い

な
い
高
齢
者
は
2
4
年
の
4
5
9
万

人
か
ら
、5
0
年
に
は
1
0
3
2
万
人

に
倍
増
。う
ち
配
偶
者
も
い
な
い
人

は
、3
7
1
万
人
か
ら
8
3
4
万
人
に

増
え
る
。さ
ら
に
3
親
等
以
内
の
親

族
も
い
な
い
人
を
見
る
と
、2
8
6
万

人
か
ら
4
4
8
万
人
に
増
加
、高
齢

者
全
体
の
1
1・5
％
と
な
る
。

(7)  

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
葬
具
で

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
新
風

　　
合
同
会
社
ザ
・
リ
ラ
イ
ト

は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
、
終
活
と
い
う
現
代
の
重

要
な
テ
ー
マ
に
応
え
る
ダ
ン

ボ
ー
ル
製
の
仏
式
什
器
「
か

さ
ね
て
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
仏
式
什

器
「
か
さ
ね
て
」
は
、
葬
儀

に
使
わ
れ
る
、①
長
机
②
曲

録
③
楽
器
台
か
ら
な
る
葬

具
一
式
で
す
。
積
層
ダ
ン

ボ
ー
ル
特
有
の
木
目
の
よ
う

な
断
面
に
、
文
様
の
よ
う
な

曲
線
美
を
取
り
入
れ
た
格

調
高
い
意
匠
と
し
て
い
ま

す
。
葬
具
に
適
し
た
、
伝
統

と
革
新
の
組
み
合
わ
せ
を
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
家
具
・
什
器
の

専
門
企
業
、
株
式
会
社
カ
ミ

カ
グ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
名
前
の
通
り
重
ね
て

の
収
納
が
可
能
で
、
保
管
・

輸
送
に
適
し
た
つ
く
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

燕
三
条
の
磨
き
職
人
監
修

研
磨
屋
の
磨
き
粉

　
金
物
・
洋
食
器
の
街
、
新

潟
県
燕
三
条
の
研
磨
職
人

監
修
。
独
自
の
配
合
で
作

成
し
た
伸
び
の
良
い
ペ
ー
ス

ト
と
均
一
粒
子
で
伸
び
の
良

い
完
全
プ
ロ
仕
様
の
磨
き
粉

で
す
。
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
の

均
一
粒
子
で
仕
上
が
り
も
均

一
に
な
り
ま
す
。つ
な
ぎ
油

脂
は
最
高
級
グ
レ
ー
ド
の
も

の
を
採
用
、
作
業
性
に
も
優

れ
て
い
ま
す
。
経
年
変
化
に

よ
る
変
色
や
表
面
酸
化
に

よ
る
錆
に
よ
り
本
来
の
輝

き
と
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
金
属
や
樹
脂
が
新
品
の

よ
う
な
輝
き
を
取
り
戻
し

ま
す
。
磨
き
の
プ
ロ
お
墨
付

き
の
研
磨
力
を
ぜ
ひ
ご
体

感
く
だ
さ
い
。

楽
天
市
場

　i
k
k
y
u
シ
ョ
ッ
プ

2
0
2
4
年
9
月
2
日

P
R 

T
I
M
E
S

(

合
同
会
社
ザ
・
リ
ラ
イ
ト)

有
限
会
社 

立
花
仏
壇
店

蓋
を
し
た
ま
ま
で
も

美
し
い
音
色
「
魔
法
の

お
り
ん
」

　　
当
店
社
長
で
あ
り

T
A
C
H
I
D
E
S
I
G
N

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
立
花
孝
文

に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

「
魔
法
の
お
り
ん
」
そ
れ
は

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
お

リ
ン
。
普
通
の
お
リ
ン
は
お

わ
ん
型
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
の
お
リ
ン
は

言
っ
て
み
れ
ば
球
体
状
に

な
っ
て
お
り
、「
ど
う
や
っ
て

鳴
ら
す
の
？
」
と
い
っ
た
ご

質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

普
通
の
お
リ
ン
と
同
様
に

胴
の
部
分
を
リ
ン
棒
で
叩
い

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
余
韻

も
程
よ
く
あ
り
少
し
高
音

の
心
地
よ
い
澄
ん
だ
音
色
が

鳴
り
響
き
ま
す
。

　
鋳
物
産
業
の
盛
ん
な
高

岡
は
鍋
・
釜
・
鉄
瓶
等
の
日

用
品
や
、
鋤
・
鍬
等
の
農
耕

具
な
ど
の
鉄
鋳
物
を
生
産
。

江
戸
中
期
に
は
釣
鐘
や
灯

籠
な
ど
の
銅
鋳
物
が
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

新ご供養アイテム  あれこれ…

【「
葬
祭
サ
ー
ビ
ス
」
の

教
科
書
】

　
著
者
　
二
村
祐
輔

出
版
社
　
キ
ク
ロ
ス
出
版

故
人
と
の
別
れ
や
そ
の
後
の

追
悼
の
形
が
き
わ
め
て
簡

略
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

も
う
少
し
そ
の
人
ら
し
い
旅

立
ち
が
出
来
な
い
も
の
か
と

悩
む
人
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。
本
書
は
、
新
し
い
生
活

様
式
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ

こ
に
参
集
す
る
人
に
心
か
ら

の
哀
悼
と
追
想
を
巡
ら
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
場
と
し

て
、飲
食
を
交
え
た
「
宴
会
」

を
提
案
す
る
葬
祭
関
係
や

企
業
担
当
者
向
け
の
テ
キ

ス
ト
で
す

【
生
と
死
を
分
け
る
数
学
】

　
著
者
　
キ
ッ
ト
・
イ
ェ
ー
ツ

訳
　
冨
永 

星

出
版
社
　
草
思
社

人
生
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
数
学

が
関
係
す
る
。
数
学
は
、
あ

な
た
の
人
生
の
そ
こ
か
し
こ

に
入
り
込
ん
で
、
生
殺
与
奪

の
権
利
を
握
っ
て
い
る
。
実

際
、
数
学
を
知
ら
な
い
た
め

に
、
あ
る
い
は
数
学
を
誤
用

し
た
た
め
に
、
命
を
落
と
し

た
り
、
財
産
を
失
っ
た
り
、

無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た

り
し
た
例
が
、
ど
れ
ほ
ど
多

い
こ
と
か
。
逆
に
、
簡
単
な

数
学
を
少
し
使
え
る
だ
け

で
、
災
難
に
巻
き
込
ま
れ
る

の
を
防
い
だ
り
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

た
。
そ
の
高
岡
の
職
人
の
匠

の
技
を
惜
し
み
な
く
注
ぎ

込
ん
だ
逸
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
綺
麗
に
か
た
ど
ら
れ
た

サ
ー
ク
ル
は
ま
る
で
天
使
の

輪
の
よ
う
に
輝
き
そ
っ
と
華

を
添
え
ま
す
。

　
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
・
Ｋ
ｙ
ｕ
二

タ
イ
プ
共
に
直
径
が
約
５

４
ミ
リ
と
可
愛
い
サ
イ
ズ
感

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
仏
壇
で
使
用
す
る
お
リ
ン

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
玄
関
や
お
部
屋
を
彩
る

オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
も
ご
使
用

い
た
だ
け
ま
す
。



マスコミ通信　mass communication report

１日（1928年）

既にあった徒手体操を
指導員の号令のみで行
い、伴奏はなかった。ち
なみに現在の体操は 3
代目である。

ラジオ体操
放送開始

2日（1874年）

合名会社「日就社」から
「読売新聞」が創刊され
る。現在では世界一の発
行部数を誇る新聞と
なっている。

読売新聞創刊
3日（1949年）

中間子理論で功績をあ
げた湯川秀樹氏にノー
ベル物理学賞が贈られ
ることが決定する。

日本人初の
ノーベル賞受賞

4日（1946年）

教育、科学、文化の発展
と推進を目的とした「ユ
ネスコ（国際連合教育科
学文化機関）」が発足。

ユネスコ発足

7日（1983年）

奈良県明日香村のキト
ラ古墳で、石室内の彩色
壁画に玄武が発見され、
注目を集めた。

キトラ古墳の壁画
の中に玄武を発見

8日（1895年）

ドイツの物理学者、
ヴィルヘルム・レント
ゲンが発見。この功績
により、第1回ノーベ
ル物理学賞を受賞。

レントゲンが
X線を発見

9日（1989年）

東ドイツ政府が市民に
対して旅行の自由化を
発表。翌日 10日以後に
東西ベルリン市民に
よって破壊された。

ベルリンの壁
が崩壊

10日（1969年）

アメリカで子ども向け
教育番組として放送開
始。以後 40年以上にわ
たって世界中で愛され
続けている。

セサミストリート
が放送開始

13日（1981年）

沖縄本島で発見された
新種の鳥に「ヤンバルク
イナ」と命名される。後
に天然記念物に指定さ
れた。

ヤンバルクイナ
命名される

洋服記念日
14日（1973年）

関門海峡をまたいで山
口県下関市と北九州市
門司区を結ぶ高速道路
「関門橋」が5年半の歳
月をかけて完成。

関門橋が開通
15日（1955年）

分裂していた「社会党」
の再統一に対して、「自
由党」と「日本民主党」が
合併し、「自由民主党」が
誕生。

自由民主党
が結成

16日（1876年）

東京女子師範学校（現お
茶の水女子大学）の構内
に開園した。入園したの
は当時の上流家庭の幼
児50人ほど。

日本初の幼稚園
が開園

20日（1948年）

福岡県北九州市に開設。
国体のために造られた
競技場をそのまま競輪
場として振り向けた。

日本初の競輪場
が開設

21日（1970年）

「日本ケンタッキーフラ
イドチキン」の第１号
店が名古屋市郊外（名
西店）にオープン。

「KFC」1号店
がオープン

22日（1946年）

埼玉県の蕨町で開催。
後に全国に広まり現在
の 成 人 式 と な り、
1949 年から「成人の
日」が制定された。

青年祭が開催

25日（1947年）

第１回「共同募金」が始
まる。募金者には赤く着
色した羽根を渡すこと
から「赤い羽根共同募
金」とも呼ばれる。

赤い羽根共同募金
始まる

26日（1935年）

言論の自由や表現の自
由の擁護等を目的とし
た NGO 団体。初代会長
には島崎藤村が就任し
た。

日本ペンクラブ
が発足

5日（1972年）

中国から贈られたパン
ダの「ランラン」と「カン
カン」が東京・上野動物
園で初公開され、空前の
パンダブームに。

上野動物園で
パンダ初公開

6日（1910年）

東京・上野に 5 階建て
70 室の木造アパート
「上野倶楽部」が完成。後
に詩人である西条八十
も住む。

日本初のアパート
が完成

11日（1924年）

寿屋（現サントリー）が
京都・山崎に日本初と
なるウィスキー工場、山
崎蒸留所を竣工。

日本初のウィス
キー工場が竣工

12日（1872年）

和式の礼服を廃止し、洋
服の使用を促進する「太
政官布告」が出された。
1972年に制定される。

17日（1965年）

日本プロ野球で初めて新人
選手選択会議(ドラフト会
議)が開催され、巨人・堀
内恒夫や阪神・藤田平など
が指名され、入団した。

プロ野球の第１回
ドラフト会議開催

18日（1928年）

ミッキーマウスの最初
の短編作品となる『蒸
気船ウィリー』が公開。
声は全てウォルト・ディ
ズニー本人が演じた。

ミッキーマウス
が映画デビュー

23日（1996年）

バンダイがキーチェー
ンゲーム「たまごっち」
を発売。女子高生を中心
に爆発的な人気を集め、
社会現象となった。

キリスト教の布教家で
あった新島襄が「同志社
英学校（現同志社大学）」
を開校。教員は2名、生
徒は8名であった。

たまごっち
発売

24日（1859年）

イギリスの自然科学者
チャールズ・ダーウィ
ンが生物の進化論を唱
えた「種の起源」を出版。
予想外の人気を博す。

エチオピアで318万年
前のアウストラロピテ
クスの化石人骨が発見
され、「ルーシー」と名付
けられる。

ダーウィンが
種の起源を出版

29日（1875年）
同志社英学校
が開校

30日（1974年）
アウストラロピテクス
の化石人骨発見

27日（1958年）

日本の皇太子・明仁親
王（当時）と民間出身の
美智子さまが婚約を発
表。日本中が「ミッチー
ブーム」に沸き返る。

明仁親王と美智子さま
が婚約を発表

28日（1883年）

東京・麹町に、日本初
の洋式社交クラブ「鹿
鳴館」が開館。落成の
祝宴に1,200名が招待
される。

洋式社交クラブ
鹿鳴館が開館

11月（霜月・November）

19日（1863年）

アメリカ大統領リン
カーンが国立戦没者墓
地の奉献式で演説。「人
民の人民による人民の
ための政治」で有名。

ゲティスバーグ
演説が行われる

(８)  




